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加賀市の教育改革
「学校教育ビジョン」の

取り組みの

ご報告



BE
THE

PLAYER
加賀市の教育が大きく変わりました

これからも変わり続けます

学びを変える ～授業を変える～
一人ひとりに合う学びを届けるため、教師主導の画一的な一斉授業から脱却し、「子
どもが主役」の授業へと市内全小中学校で学びの改革を進めてきました。今後も「そ
ろえる」教育から「伸ばす」教育へ、進化を続けます。みんな一緒に　同じことを

同じ方法で

未来は自分で創る-STEAM

誰一人取り残さない ～不登校支援～

増え続ける不登校の子どもたちに多様な学び場や居場所を作ることを目指した「不登校支援プラン」を定め、新たな不登校
支援の仕組みを作ってきました。子どもたち個人の状況をきめ細かく把握し、それぞれの一歩を支えていきます。

今までは…今までは…
PROJECT
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PROJECT

02

地域と一緒にPROJECT

04
単に理数やテクノロジーの学びだけでなく、分野の枠に
とらわれず、創造性や発想力を組み合わせて、課題解決
に挑んでいく探究型の学習。

学校と保護者や地域がともに知恵を出し合い、学校
運営に意見を反映させることで、一緒に学校や子ど
もを支えていく仕組みである「コミュニティスクー
ル」を全小中学校に設置しました。

子どもの減少により部活動の選択肢が限定的となる中、他校の生徒
など多様な人と関わり、専門性も追求できるよう部活動改革プラン
を公表し、2024年8月から、土日の地域クラブをスタートしました。

全小中学校代表が集まり、
一年の集大成としてSTEAM
学習での実践を発表

SSR
教室に入りづらい子どもた
ちのための「もう一つの教
室」です。2025年度から全
校に拡大します。

STEAM教育とは 全小中学校コミュニティスクール設置

中学校の部活動を地域クラブで展開スタート！

学校・保護者間の
連絡手段のデジタル化

スティーム

2023年1月に「学校教育ビジョン」を公表してから約2年が経過した今、
ビジョンに掲げられたプロジェクトの進捗や今後の方向性をご報告します。

Being
学校に通うことが難しい子
どもたちの居場所です。教
育総合支援センター（旧三
木小学校内）にあります。

・いつでもチャット相談
・児童センターも居場所とし

て利用可能
・メタバースの開設 など

地域クラブの活動に満足していますか？Q

「自分のペースで自分で学ぶ」「学び合って、助け合って、共に学ぶ」

STEAMSTEAM

子どもたちの感想子どもたちの感想

これまでの加賀市のプログラミング教育を土台にして、小中一貫型の
STEAMプログラムに全面リニューアル。小6と中2で長期の探究型プロ
ジェクトに取り組んでいます。

加賀STEAMプログラム

小学1年生からプログラミングがスタートしています。STEAM技術支援
チームと学校が連携して、子どもたちのSTEAM学習を全面サポート。

プログラミングの
楽しさを体感

プログラミングを用いて
アイディアを具体化

テクノロジーを活用し
地域や社会の課題解決に挑戦

実社会で使われている
テクノロジーを本格的に活用

地域や社会の課題を
ワクワクしながら解決

小学1・2年 小学3・4年 小学5・6年 中学1年 中学2年
Be the Player！
中学3年

…課題解決
…教科横断
…ワクワク

ロボレーブ

HP・動画・生成AIの活用

STEAMって
楽しい！

もっと
技術を使える

  ように！

人の役に
立つって
  最高！

デジタル技術を自由自在に扱う
ロボットプログラミング
楽しみながら計測・制御の理論を学ぶ

芸術 Art 教養 Arts

デジタルと上手に
向き合う知識

プレゼンテーション 自分の考えや情報を他者に伝える機会を通じ、
効果的な伝え方や記述力・表現力を鍛える

STEAM
Science、Technology、Engineering、Art（Arts）、
Mathematicsの５領域を思考の中で横断させながら問い
を深め、理論と具体を行き来することで、真の、そして創造
的な課題解決をする

タイピング
タブレット端末をより効果的に活用する

自分専用のタブレット端末が手元に
1人1台端末

端末で絵や図を描きながらプログラミング
に触れる

プログラミングのスタート

プログラミングで表現
プログラミングを用いて自分の思考を表現
する

課題解決型学習
身の回りの課題に気付き、デジタル技術を用いて解決しようとする中で、
問題解決するためのデジタルスキルを増やす 理科・科学 Science

数学 Mathematics

探究型学習
地域や社会が解決できていない問題を探し、問題の本質を追究した上で、思考を張り巡らせ、解決しようする

テキストプログラミング
高校の教科「情報」につながるプログラミング技術を楽しく

工学 Engineering

技術 Technology

こんな
アイディア

  あるんだ！

自分たちで
課題解決
  しよう！

課
題
解
決

教
科
横
断

ワ
ク
ワ
ク

PRESENTATION
2024

休日の

2025年8月には土日の学校部活動は
完全になくなります

Instagram Facebook

コドモン全小中学校に
導入しました！

SNSや広報誌、各メディアなどでも発信を続けてます！SNSや広報誌、各メディアなどでも発信を続けてます！

広報
発信中！

とても満足している
50.7％

やや満足している
35.8％

少し不満     11.8％
とても不満 1.7％

不登校支援プラン

Being
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継続 新規 不登校割合

その他の不登校支援例  橋立中学校

【他校との遠隔協働授業】

満足度 約９割！

部活動改革プラン

今では…

授業では、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたり
しながら学んでいるか

いつもorだいたいそう72.9％72.9％
Q

A 小学生76.9％
中学生67.2％

※1

授業では必要な時に必要な仲間と協力しながら学んで
いるか

いつもorだいたいそう82.6％82.6％
Q

A 小学生81.6％
中学生83.7％

子どもたちの感想子どもたちの感想

※1 加賀市内小学3年生～中学３年生対象調査結果　５段階（いつも、だいたい、ときどき、あまりない、全くない）で回答 ※2 参考値（全国各地における標本調査）　
（23.3％）※2 （35.4％）※2

加賀市学校教育ビジョン
2023 - 2025

取り組みの報告
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加賀市教育委員会
〒922-8622
石川県加賀市大聖寺南町ニ 41 番地
TEL.0761-72-1111( 代表 )

「BE THE PLAYER」をスローガンに掲
げ、加賀市全小中学校で学びの改革を
進めてきました。子どもたちの学びに
向かう姿が大きく変わり、学びに苦し
さを抱えていた子どもたちも少しずつ
減ってきました。

加賀の学びの改革はまだまだ始まった
ばかりです。これからも、子どもたち
の「今」も「未来」も幸せにするため
の学校教育の実現に向けて、教育委員
会・教職員一同、頑張ってまいります。

視察を受け入れることで学
校も子どもたちも、また一
つ自信をつける良い機会に
なっています。

子どもの学びが変わると、子どもは自分の思いで動いて
いくので、教室にぎゅっと閉じ込めていた空間はとても
窮屈と感じるようになりました。空き教室などを改修し
て、「学びが楽しい！」空間に変えています。

加賀の学びの改革を公開
し、全国の教育関係者と加
賀の先生たちが学び合う全
国イベントを毎年開催。

もっと

ワクワク
  した学びを！

Before

AfterAfter

Before

AfterAfter

Before

AfterAfter

KAGA EDUCATION
PLAYER’S DAY
KAGA EDUCATION
PLAYER’S DAY

加賀市初！

橋立小学校、橋立中学校が1つにな
り、9年間一貫型の新たな学校とし
て開校。５～７年生には、３年間異
学年で探究プロジェクトを実施。
他の学区からも入学を受け入れて
います。

25.3.00722①-2

ビジョンの取組を見るために、
全国から・世界から
教育関係者が

視察
約300団体
1,000人以上

日本国内

7ケ国
11人

世界

空間デザインプロジェクト
推進中!! 義務教育学校

橋立海青
学園河南小学校 作見小学校 分校小学校

2025.4.1
開校

に来られて
います！

2024
年度


